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後期スタート！「絆～みんな かがやけ 感動のステージ～」
校 長 石 井 太

「山 粧 う」の言葉通りに、校舎から見える真
やまよそお

山の紅葉が日に日に色濃くなってきました。毎年

この時季になると、本校では各学級の「朝の歌」

に「秋田船方節」や「ハタハタ音頭」が加わり、

学習発表会への気運が高まっていきます。児童数

が３０名と過去最少となりましたが、その分一人

一人が担う役割は大きいものがあります。

１０月２９日（土）本番の令和４年度学習発表会テー

マは『絆～みんな かがやけ 感動のステージ～』です。

当日は、３０人全員が力を合わせて、とびっきりの笑顔

と大きな感動を届けてくれるに違いありません。楽しみ

にしてご来場下さい。また、子どもたちは、全員が自分

のめあてをもって本番を迎えます。それをご家庭でも共

有し、応援と励ましの声をかけていただければありがた

いです。

新型コロナウイルス感染症対策の一環で、ご家族の入場

制限は設けませんが、来賓の皆様へのご案内は控えさせ

ていただきました。ご来場の際には、感染対策へのご協

力をよろしくお願いします。

－１１月１日は「あきた教育の日」－
秋田県教育委員会は「あきた教育の日」の制定について、次のように述べています。

この機会に、「教育」について堅苦しくない程度に、いろいろ話題にしていただければ幸いです。

児童会考案のテーマ看板、出番待ちの状態です！

ノリノリです！２年生の練習風景

３・４年生の練習ダンスだけではなさそうです！

県勢発展の原動力は「人」であり、「人」は財産です。その「人」づくりは教育が担っていくものです。

このため、県民一人ひとりが教育に関心を持ち、また、学校、家庭、地域、企業などが連携・協力しな

がら子どもたちを育てていくという共通の認識に立って、教育立県をめざすために力強い教育を推進

していく必要があります。子どもたちがやがて、県内外で秋田の発展を支える「人」となることを願い、

１１月１日を「あきた教育の日」と定めました。

子どもの俳句〈１０月テーマ；秋を感じて〉優秀作品紹介
赤とんぼ 仲間といっしょに あの空を ２年 嶋 宮 海 翔
まんまるの お月さまに 見とれるよ ３年 中 山 洸 太
コスモスの 色にさそわれ 畑行く ４年 石 川 浬 久
いもをほる 家族みんなで うんとこしょ ５年 登 藤 珠 子
笑い声 祖母がこねた だまこもち ６年 齊 藤 蒼志郎


